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それ ) 

% 化のおそ そ れ ㌍ 畦境 の 喪 旧法席 且 能 効果 

によるもの 

値 に形 雙 ) 及びビタミン   
B2 の欠乏 又     ビタミン B2 人 
は代朋 陣吉 li 目 レステロール 血症に 乏 症の予防 及 
が 関与すると は ．通常．成人 l 日 60- び 治療   
推定される 旺   20m6 を z2-3 回に分割 経 
合の適応に l] 投与する     下 Ea 疾患のう 
対して，効果 けれ ． 年蜻 ．症状によ り適ち ・ビタミンⅡ 
がないのに     % 増沢する   の 欠乏又は代 
月余にわたっ 蜥阻客 が関与 
て漫然と使用 すると推定され 
しないこと． る 号 合   

口角炎・ロ塵 
炎 ・舌炎・脂漏 
性 湿疹・ 楯膜 
炎 ・びまん性 
技 憶 角膜炎 

  ピ クミン B2 の 
需要が措大 
し金車からの 
摂取が不 + 分 
な 瞭の補佑 
( 消耗性疾患． 
妊産婦．授乳 
掃 ．は げ しい肉 
体労働時等 ). 

高コレステロー 

ル血症及び ピ 
タミン B2 の欠 

乏 x は代謝 曄 
害 が関与する 
と推定される 
場合の適応に 
対して．効果が 
ないのに月余 
にわたって 漫 
捲と 使用しな 
いこと   
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